
答案用紙８８入上の注意：智嚢用紙のマーク欄には、正答と判断したものを－つだけマークすること。

ＨＺＯ１２

第一級アマチュア無線技士「無線工学」試験問題
（参考）賦験問題の図中の抵抗などは、旧図NB号を用いて表配しています。

３０問２時間３０分

Ａ－１次の記述は、電界の強さがＥ〔ｗ１Ｔｎの均一な電界について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを

下の番号から選べ。

(1)点電荷Ｑ〔C〕を電界中に置いたとき、Ｑに働く力の大きさは、[~ｽﾌﾟ〔N〕である。
(2)電界中で､電界の方向にｒ〔m〕離れた２点間の電位差は､「面司〔V〕である。

Ａ
地
地
“
“

〃
ｒ
か
ｒ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

１
２
３
４

Ａ－２次の記述は、電気と磁気に関する法則について述べたものである。［司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号か
ら選べ。

(1)電磁誘導によってコイルに誘起される起電力の大きさは、コイルと鎖交する磁束の時間に対する変化の割合に比例する。

これを電磁誘導に関する「ﾊﾟｰ]の法則という。

(2)電磁誘導によって生ずる誘導起電力の方向は、その起電力による誘導電流の作る磁束が、もとの磁束の変化を妨げるよう

な方向である。これをＥｉＩ=lの法則という。

(3)運動している導体が磁束を横切ると、導体に起電力が発生する。磁界の方向、磁界中の導体の運動の方向及び導体に発生

する誘導起電力の方向の三者の関係を表したものをフレミングの「て｡の法則という。

手
手
手
手

Ｃ
右
左
左
右

Ｂ

レンツ

アンペア

レンツ

アンペア

Ａ

ファラデー

ファラデー

ビオ・サバール

ビオ・サバール

１
２
３
４

Ａ－３図に示す直列共振回路において、可変コンデンサＧ,が900〔pF〕のとき2,345〔k'七〕に共振している。共振周波数を

7,035〔kHZJにするためのｑの値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、抵抗Ｒ〔Ｑ〕及び自己インダクタンス

Ｌ〔H〕の値は一定とする。
Ｑ府Ｌ

Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ

飯
飯
成
飯
飯

Ⅲ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

５４

８１

１００

１２５

１６０ 交流電源

Ａ－４図に示す正弦波交流において、平均値(半周期の平均）脇、実効値I/&及び繰り返し周波数ｆの値の組合せとして、最も近い

ものを下の番号から選べ。

穀六値'ん.＝９

叱
町
晒
卿
距
町

７
７
０
０
０

％
４
４
６
６
６

０
０
０
０
ｏ

ｆ
卯
頭
顕
牽
印

１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ

畦
曄
睡
睡
畦

１
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

〔Ｖ〕

〔Ｖ〕

〔Ｖ〕

〔Ｖ〕

〔Ｖ〕

/､

１
２
３
４
５

0

、ノ
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Ａ－５次の図は、あるフィルタの通過帯域及び減衰帯域特性の概略を示したものである。図のような特性を持つフィルタの名称を

下の番号から選べ。

減
衰
量

１帯域消去フィルタ

２高域フィルタ

３低域フィルタ

４帯域フィルタ

心、七:遮断周波数

□:通過帯域

囮：減衰帯域

数

Ａ－６次の記述は、図に示す特性曲線を持つ水晶発振子について述べたものである。［￣司内に入れるぺき字句の正しい組合せを
下の番号から選べ。

(1)水晶発振子は、単純なＬｃ同調回路に比べて尖鋭度(Ｑ)が高く、周波数の精度向上の鍵となるデバイスで、水晶のｒ７ｎ
効果を利用して機械的振動を電気的信号に変換する素子である。

(2)水晶発振子で発振を起こすには、図の特性曲線の[－百可の範囲が用いられ､水晶発振子と外部負荷で共振させる。このと
き、水晶発振子自体は､「で￣]として動作する。

誘導性

Ｃ

コイル

コンデンサ

コンデンサ

コンデンサ

コイル

Ａ

ペルチェ

ペルチェ

ピェゾ

ピエゾ

ピェゾ

Ｂ
ｂ
Ｃ
ａ
Ｃ
ｂ

リ
ア
ク
タ
ン
ス

１
２
３
４
５

波数

容邇性
リアクタンス特性

Ａ－７次の記述は、発光ダイオード(ＬＥＤ）について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１ＬＥＤを使用するときの電圧及び電流は、絶対最大定格より低い値にする。

２光信号を電気信号に変換する特性を利用する半導体素子である。

３豆電球などのフィラメント式と比べると信頼性が高く寿命が長い。

４順方向電圧を加えて、順方向電流を流したときに発光する。

５ＬＥＤの基本的な構造は、ＰＮ接合の構造を持ったダイオードである。

Ａ－８次の記述は､ＦＥＴ増幅回路について述べたものである。Ｅ二．内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(1)ＦＥＴ増幅回路は、ソース接地、ドレイン接地、及びゲート接地の三つの方式がある。

(2)ソース接地増幅回路は、バイポーラトランジスタの[~スォ接地増幅回路に相当し、最も多く用いられている。

(3)ドレイン接地増幅回路の電圧増幅度は１より小さいが、出力インピーダンスが「面司ので､インピーダンス変換回路に用
いられる。

(4)ゲート接地増幅回路は、出力側から入力側への帰還がＦで~]ので、高周波増幅に適している。

夕
含
戸
タ
タ
タ
ニ

ツ
ヅ
ヅ
ク
〆
・
グ

ミ
ミ
ミ
レ
レ

Ａ
エ
エ
エ
コ
コ

Ｂ

大きい

小さい

大きい

小さい

大きい

Ｃ

多い

少ない

少ない

少ない

多い

１
２
３
４
５

Ａ－９図に示す増幅回路において、入力端子に入る信号電力をsi、このとき同時に入る雑音電力をﾊﾄ、また、

号電力をＳｂ、このとき同時に出る雑音電力をﾉＶｂとするとき、この増幅回路の性能を示す雑音指数(ⅣＰ）
しいものを下の番号から選べ。

sLM sb、妬
１ⅣＦ＝SrjVi／So1VO

バカ蝋子:二回二:…ＺⅣF-SojVb/ＳＷ，

３１VＦ＝（SWVi）／(soﾉﾉVb）

４ノＶＦ＝（so/ﾉVb）／(S,/Ⅳ,）

出力端子から出る信

を表す式として、正

(HZO12-2）
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Ａ－１０図に示す演算増幅器(オペアンプ)を使用した反転形電圧増幅回路の電圧利得が４０〔｡B〕のとき、帰還回路の抵抗Ｒの値と

して、正しいものを下の番号から選べ。

Ｒ

１３０〔ｋＱ〕

Ｚ５０〔ｋＱ〕

３１００〔ｋＱ〕

４２００〔ｋＱ〕

５３００〔ｋＱ〕 入

Ａ－１１次の記述は、周波数変調(F3E)波について述べたものである。、内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から
選べ。

変調信号の[了、の変化に応じて撞送波の瞬時周波数が変化する。
変調信号が単一正弦波のとき、変調指数は、最大周波数偏移を変調信号のＦ百~ｺで割った値で表される。

F3E波の全電力は､変調信号の振幅の大きさによって変化[一己-1。

ｊ
ｊ
Ｊ

１
２
３

１
１
１

Ｃ

する

しない

する

しない

する

数
数
数

Ｂ
擁
醗
醗
醗
癩

Ａ澪繩鐇轆辨
１
２
３
４
５

Ａ－１２図に示す構成において、入力電力が２２〔Ｗ〕、電力増幅器の利得が１０〔｡B〕及び整合器の損失が１〔｡B〕のとき、出力電

力の値として、最も近いものを下の番号から選べ。

Ｊ
１
１
Ｊ
Ｊ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

1２０

１５２

１７６

２００

２７５

入力電力 出力電力

Ａ－１３次の記述は、図に示すＳＳＢ（J3E)送信機の終段電力増幅回路の原理的な構成について述べたものである。このうち誤って

いるものを下の番号から選べ。
Ｌ

入口

１この回路は、バイポーラトランジスタを用いたエミッタ接地(共通エミッタ)形増幅回路である。

２図中のｑｖは、中和用コンデンサであり、増幅回路が安定に動作するように調整される。

３図中のＲＦＣは、高周波インピーダンスを高く保ち、直流電源回路へ高周波電流が漏れることを阻止するためのものである。

４図中のＬＲ並列回路は、寄生振動防止用の回路である。

５トランジスタの動作点は、Ｃ級動作となるように図中のバイアス電源Ｖｂにより設定される。

(HZO12-3）



Ａ－１４次の記述は、スーバヘテロダイン受信機の感度を良くする方法について述べたものである。このうち正しいものを下の番号

から選べ。

１高周波同調回路のＱを大きくする。

Ｚ高周波増幅器に使用するトランジスタは、雑音指数が大きく、電流増幅率の大きいものを用いる。

３周波数変換器に使用するトランジスタは、雑音指数の大きいものを用いる。

４中間周波増幅器の利得を下げる。

５単一調整は、高周波同調回路の同調周波数が受信電波の周波数と一致しないように、ずらして調整する。

Ａ－１５次の記述は、ＡＭ受信機と比べたときのＦＭ受信機の特徴について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号か

ら選べ。

１伝撤する途中でのレベル変動や雑音、混信などによる振幅の変動を除去するため、振幅制限器を用いている。

２周波数変化を振幅変化に変換するため周波数弁別器を復調器として用いている。

３スケルチ回路は、入力信号が一定のレベル以下になったときに生ずる大きな雑音を抑圧するためのものである。

４高周波増幅器や中間周波増幅器の帯域幅が広い。

５送信側で強調された高い周波数成分を減衰させるとともに、高い周波数成分の雑音も減衰させ、周波数特性と信号対雑音比

（S/川を改善するため、プリエンフアシス回路がある。

Ａ－１６次の記述は、受信機の高周波増幅回路に要求される条件について述べたものである。［司内に入れるべき字句の正しい組合

せを下の番号から選べ｡ただし、同じ記号の「]内には、同じ字句が入るものとする。

(1)高周波増幅回路には、使用周波数帯域での電力利得が高いこと、発生する内部雑音が小さいこと、回路の[~71可によって生
ずる相互変調ひずみによる影響が少ないことなどが要求される。

（２）また、高周波増幅回路において有害な影響を与える[~iヨコの相互変調ひずみについては、回路に基本波信号のみを入力した
ときの入出力特性を測定し、次に基本波信号とそれぞれ周波数の異なる二信号を入力したときに生ずる「E-ｺの相互変調ひず
みの入出力特性を測定して、図に示すようにそれぞれの直線部分を延長した線の交点Ｐを求めると、高周波増幅回路がどのくら

い大きな不要信号に耐えて使える力､の目安となる。この交点のことを[~で可ポイントという.

Ａ

直線性

直線性

非直線性

非直線性

次
次
次
次

２
３
３
２

Ｂ
第
第
第
第

Ｃ

インターセプト

アクセス

インターセプト

アクセス

１
２
３
４

出
力

ずみ

入力

(入力及び出力はそれぞれ対数軸表示）

Ａ－１７次の記述は、図に示す直列形定電圧回路について述ぺたものである。[￣]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号

から選べ

(1)出力電圧1/bは、吟よりI/bEだけ圧]繭圧である｡

(2)出力電圧I/bが低下すると、トランジスタＴｒのベース電圧はツェナーダイオード、zにより￣定電圧I/hに保たれているの

で､ペース．エミッタ間電圧陥巳の大きさが□□する。したがって、ベース電流及びコレクタ電流が増加して、出力電圧
を上昇させる。また、反対に出力電圧I/bが上昇するとこの逆の動作をして、出力電圧は常に一定電圧となる。

(3)過負荷又は出力の短絡に対する、トランジスタｍｒの保護回路が□である。

耐Ｂ
”
”
鋤
鋤
”

Ｃ
盤
樗
繧
繧
》

、
、
、
、
１

，
Ｖ
Ｄ
ｖ
８
Ｖ
口
ｖ
・
し

八
八
低
低
低
高
高

１
２
３
４
５

'1、P
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Ａ－１８図に示すコンデンサ入力形平滑回路を持つ単相半波整流回路において、交流入力が実効値１０６〔V〕の単一正弦波であるとき、
無負荷のときのダイオードＤに加わる逆方向電圧の最大値として、最も近いものを下の番号から選べ。

霧三里王;鰯
Ａ－１９次の記述は、１/4波長垂直接地アンテナ及び短縮形アンテナについて述べたものである。このうち誤っているものを下の番号

から選ぺ゜

１１/4波長垂直接地アンテナは、大地の電気彫像により半波長ダイポールアンテナと同じように動作する。
２１/4波長垂直接地アンテナの場合、電波の放射に最も役立つのは、アンテナの頂部付近である。
３短縮形アンテナの一つに、アンテナの中央部にローディングコイルを挿入したものがある。
４アンテナの基部にローディングコイルを挿入した短縞形アンテナをボトムローディング形アンテナという。
５アンテナの頂部に容量冠や延長コイルを挿入した短縮形アンテナをトップローディング形アンテナという。

Ａ－２０利得１２０dB〕の同一特性の八木アンテナ４個を用いて、２列２段スタックの配圃lとし、各アンテナの給電点が同じ位相と
なるように給電するとき、このアンテナ(スタックドアンテナ)の総合利得の値として、最も近いものを下の番号から選べ。た
だし、］ogIo2＝０３とする。

Ｊ
１
１
Ｊ
ｌ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

１１２

２１４

３１５

４１６

５１８

Ａ－２１次の記述は、図に示すスリーブアンテナについて述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１スリーブアンテナは、同軸ケーブルの内部導体に長さ１/４波長のアンテナ素子を取り

付け、外部導体に長さ１/４波長のスリーブを接続したものである。

２スリーブアンテナは、全体として半波長ダイポールアンテナと同じ動作をする。

３スリーブアンテナを大地に垂直に設置した場合、水平面の指向性は８字形で、垂直面

の指向性は全方向性(無指向性)である。

４通常、特性インピーダンス７５〔Ｑ〕の同軸ケーブルを図のように接続したとき、整合

回路は不要である。

５利得は、半波長ダイポールアンテナと同じである。

アン

廟
弛
…
…

ソ送受

Ａ－２２相対利得６〔｡B〕、地上高２５〔ｍ〕の送信アンテナに、周波数150〔MHz〕で３６〔W〕の電力を供給して電波を放射したと

き、最大放射方向で送信点から２０〔kｍ〕離れた受信点における電界強度の値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただ

し、受信アンテナの地上高は４〔ｍ〕とし、受信点の電界強度Ｅは、次式で与えられるものとする。

層一喝笠砦些〔wm〕 ：送信アンテナによる直接波の電界強度〔V/ｍ〕

hz：送、受信アンテナの地上高〔ｍ〕
：波長〔ｍ］

：送受信点間の距離〔ｍ〕

ｂ

声原『．○ｍｍｕｑ△八口【■

１４４０〔ｌ４Ｗｍ〕

Z318QLV/m〕

３２２０〔ｌＬＷｍ〕

４１３２〔似Ｖ/ｍ〕

５８８〔ｌｚＷｍ〕

(HZO12-5）



Ａ－２３次の記述は、極超短波(ＵＨＦ)帯等の移動体通偏とその電波伝搬について述べたものである。[－１内に入れるべき字句の正
しい組合せを下の番号から選ぺ゜

(1)市街地を移動する無線局が電波を送受信するとき、直接波及び複数の建物などからの反射波や回折波は少しずつ伝撤時間が

異なり、それらが互いに干渉して電界強度が変動する[~7Nオフェージングが発生する。

(2)ある速度で移動する無線局が送受信する電波には､「面-ｺ効果により周波数がずれる影響が加わる。

（３）このような電界強度や周波数の変動による影響を緩和して明瞭な通信を行うため､一般に[~で可通信方式においては複雑
な信号処理が用いられる。

Ａ

マルチバス

シンチレーション

マルチパス

シンチレーション

マルチバス

Ｂ

トムソン

トムソン

ドプラ

ドプラ

ドプラ

グ
ル
グ
ル
ル

ロ
タ
ロ
タ
タ

ナ
ジ
ナ
ジ
ジ

Ｃ
ア
デ
ア
デ
デ

１
２
３
４
５

Ａ－２４図に示す直流電圧計を用いた測定回路において、スイッチＳをａに接続したとき、測定可能な最大電圧が２５〔Ｖ〕であった。

Ｓをｂに接続したときの測定可能な最大顛圧の値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、直流電圧計の最大目盛値を

５Ｗ〕とする。
２００〔ｋＱ〕ａ

１
Ｊ
ｌ
Ｊ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｆ
Ｌ
Ｌ
Ⅲ

１
２
３
４

０
５
０
０

４
４
５
６ 、〔ｋｍｂｇ芒、旗流電圧計 定端子

Ａ－２５次の記述は、図に示す逐次比較形デジタル電圧計に用いられるサンプルホールド回路の動作原理について述べたものである。

「￣]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(1)回路は、演算増幅器(オペアンプ)の出力を反転入力端子に接続し、電圧増幅度をほぼ１にしたバッファアンプ２個、コンデ
ンサＣ及びスイッチＳで檎成されている。

(2)スイッチＳが接(ＯＮ）の状態では、出力誼圧叱は入力電圧I/h`に等しい。スイッチＳが断(OFF)の状態では、入出力間が
遮断されるが､コンデンサｃにはスイッチｓが囚になる直前までの入力電圧が保持されたままになっているので､ｃの慰
圧が出力電圧l/bとなる。

(3)入力の電圧のサンプリングは、Ｓが[刀の状態のときに行われる。
(4)コンデンサへの充放電時間は、入力電圧が変化する時間よりも十分□ことが必要である。

Ｃ

短い

長い

長い

長い

短い

Ｂ

接(ＯＮ）

断(OFF）

接(ＯＮ）

断(OFF）

接(ＯＮ）

Ａ

接(ＯＮ）

接(ＯＮ）

断(OFF）

断（OFF）

断(OFF）

１
２
３
４
５

出力

入力

図に示す磁性材料のヒステリシス曲線について述べたものである。このうち正しいものを１，誤っているものを２Ｂ－１次の記述は、ロ

として解答せよ。

アヒステリシス曲線は磁化曲線ともいう。

イ横軸は磁束密度、縦軸は磁界を示す。

ウａは残留磁気を示す。

エヒステリシス曲線の面積が小さい材料ほどヒステリシス損が大きい。

オｂは保磁力を示す。 ﾆト
(HZOl2-6）



￣

Ｂ－２次の記述は、トランジスタの電気的特性について述べたものである｡Ｅ二．内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

(1)トランジスタの高周波特性を示すα遮断周波数は、□接地回路のコレクタ電流とエミッタ電流の比αが低周波のときの
値より「ネコ〔｡B〕低下する周波数である。

(2)トランジスタの高周波特性を示すトランジション周波数は、エミッタ接地回路の電流増幅率βの絶対価が囮となる周波
数である。

(3)コレクタ遮断電流は、エミッタを回して、コレクタ・ペース間に田方向電圧(一般的には最大定格電圧)を加えた
ときのコレクタに流れる電流である。

５開放

１０短絡

２厄

７１

４逆

９ベース

３３

８１項

１コレクタ

６６

Ｂ－３次の記述は､受信機における混変調について述べたものである。□内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

（'）混変調は､通過田にある強力な妨害波(不要波)が到来したとき、回路の非直線性により、希望波が不要波の信号波に
よって「Ｔ]されてしまうために妨害を受ける現象であるｇ

(2)~潟変調をi;〔塚fに藤鰄繩幅罷や周波数混合器の囮廷良くするとともに､蝋回路29迄ｴﾆﾆﾖLrE零噂を
減衰させる。また､不要波が特に強力な場合には、アンテナ回路にＬｺﾆｰ]を挿入して､不要波を減衰させるのも効果的である。

５ウエーブトラップ

１０負帰還増幅器

４帯域内

９増幅

３リプル

８大きく

２変調

７帯域外

１小さく

６直線性

B－４次の記述は、スポラジヅクＥ層(ＥＳ間)の特徴について述べたものである｡［．内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

（１）地域によって発生する季節及び時間が異なり、赤道』(h帯では□の昼間に多く発生し、日本では､夏季の夜間にも現れ
ることがある。また､電子密度の時間的変化がロコ。

（２）［-丁1の電波が反射されて、遠距離まで強い電界強度で伝搬することがある。
（３）地上からの高さは、ほぼ□閥と同じで、この高さは季節の違いにより大きく田。

５変化しない

１０超短波(ＶＨＦ)帯

４大きい

，マイクロ波(SHF)帯

Ｄ
Ｅ

３
８Ｚ変化する

７小さい

１冬季

６夏季

Ｂ－５次の記述は、図に示す挑帯型デジタルマルチメータ(ＤＭＭ）の原理的構成例における各部の働きについて述べたものである。
「￣]内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

測定端子

(1)入力信号変換部は、測定端子に加えられた被測定風(電気量)を適当な大きさの□に変換する。
(2)Ａ－Ｄ変換部には､変換速度はやや遅いが囚や精度が優れている田型のＡ－Ｄ変換器が用いられることが多い。
(3)表示部に表示桁数が3-1'2桁(又は3;桁)のものが用いられる場合､表示数値の最大値は□となるほか､数字以外
に「;子Ｉ単位､負号なども自動的に表示される。

５直流電圧

１０交流電圧

４雑音指数

９直線性

３二重積分

８小数点

１最大値

６計数

２１９９９

７９９９９

(Hzo12-7)Ｉ

◎－－
表示部

表示

駆動部
Ａ－Ｄ

変換部
入力信号
変換部



平成20年１２月期

第一級アマチュア無線技士「無線工学」合格基準及び正答

30問２時間30分試験問題記号

合格基準

満点及び合格点

配点内訳

１

２

ＨＺ－Ｏ１２

満点１５０点合格点１０５点

Ａ問題２５問（1問5点）

Ｂ問題５問（1問5点、ただし、小設問各１点）

正答３

１
Ｂ問題

問題 正答

〔Ｂ‐１〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

２

１

２

１

〔Ｂ‐２〕

ア

イ

ウ

エ

オ

９

３

７

５

４

〔Ｂ‐３〕

ア

イ

ウ

エ

オ

７

２

６

８

５

〔Ｂ‐４〕

ア

イ

ウ

エ

オ

６

４

1０

８

５

〔Ｂ‐５〕

ア

イ

ウ

エ

オ

５

９

３

２

８

Ａ問：圓

問題 正答

〔Ａ‐１〕 ４

〔Ａ‐２〕 １

〔Ａ‐３〕 ３

〔Ａ‐４〕 ５

〔Ａ‐５〕 ４

〔Ａ‐６〕 ５

〔Ａ‐７〕 ２

〔Ａ‐８〕 ２

〔Ａ‐ｇ〕 ３

〔Ａ‐１０〕 ４

〔Ａ‐１１〕 ２

〔Ａ‐１２〕 ３

〔Ａ‐１３〕 ５

〔Ａ‐１４〕 １

〔Ａ‐１５〕 ５

〔Ａ‐１６〕 ３

〔Ａ‐１７〕 １

〔Ａ‐１８〕 ３

〔Ａ‐１９〕 ２

〔Ａ‐２０〕 ５

〔Ａ‐２１〕 ３

〔Ａ‐２２〕 ４

〔Ａ‐２３〕 ５

〔Ａ‐２４〕 ４

〔Ａ‐２５〕 ５


